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研究成果概要 

 大気ニュートリノをシミュレーションする際に理論的に計算された大気ニュートリノフラックス
を用いるが、シミュレーションによって検出器の応答等を補正することにより、実験データーをフラ
ックスに焼き直すことができる。図１に測定されたフラックスを他の測定結果とともに示す。図中、
赤の四角がスーパーカミオカンデで測定された、青の丸がe の結果である。既存の結果と比較す
ると誤差が少なく、スーパーカミオカンデは精度の高い実験データーを供給できる。図２に既存のフ
ラックス計算値との比較を示す。測定結果は、どの理論計算値とも矛盾しないことがわかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１スーパーカミオカンデで測定された大気ニュートリノフラックス。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２測定結果とフラックスモデルの比較 
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